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金
融
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク

佐　

賀　

卓　

雄

は
じ
め
に

　

リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
破
綻
が
ピ
ー
ク
と
な
っ
た

二
〇
〇
七
年
～
〇
八
年
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
危
機
、
さ
ら
に

は
〇
九
年
の
ギ
リ
シ
ャ
の
債
務
危
機
が
引
き
金
と
な
っ
た

ユ
ー
ロ
圏
の
ソ
ブ
リ
ン
危
機
は
、
国
際
的
に
金
融
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
契
機
と
な
っ
た
。

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
例
に
と
れ
ば
、
リ
ー
マ
ン
・
ブ

ラ
ザ
ー
ズ
は
資
産
規
模
で
は
ア
メ
リ
カ
で
四
番
目
に
大
き

い
投
資
銀
行
で
は
あ
る
も
の
の
、
大
手
商
業
銀
行
と
較
べ

れ
ば
突
出
し
て
規
模
の
大
き
な
金
融
機
関
で
は
な
い
。
し

か
し
、
半
年
前
の
二
〇
〇
八
年
三
月
に
五
番
目
の
規
模
の

投
資
銀
行
で
あ
る
ベ
ア
・
ス
タ
ー
ン
ズ
が
経
営
危
機
か
ら

Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ
ン
・
チ
ェ
ー
ス
に
買
収
さ
れ
た
こ
と
と
の
関

連
で
は
、
市
場
の
投
機
筋
で
は
虎
視
眈
々
と
次
の
破
綻
候

補
が
物
色
さ
れ
る
と
い
う
動
き
が
強
ま
っ
て
い
た
。
し
た

が
っ
て
、
リ
ー
マ
ン
の
破
綻
は
さ
ら
な
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

物
色
す
る
と
い
う
動
き
を
強
め
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
バ

ン
ク
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
メ
リ
ル
リ
ン
チ
の
買

収
、
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス
、
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン

レ
ー
の
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
信
用
供
与
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
銀
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行
持
株
会
社
化
と
い
う
一
連
の
動
き
に
繋
が
っ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
う
な
っ
て
く
る
と
、
外
見
的
に
は
古
典
的

な
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
の
発
現
パ
タ
ー
ン
と
変
わ
ら

な
い
こ
と
に
な
る
。

　

同
じ
よ
う
に
、
ギ
リ
シ
ャ
は
ユ
ー
ロ
圏
十
七
ヶ
国
の
中

で
は
経
済
規
模
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
で
は
Ｅ
Ｕ
加
盟
二
八
ヶ
国
中

一
五
番
目
で
、
決
し
て
経
済
大
国
で
は
な
い
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
同
国
の
債
務
危
機
は
ユ
ー
ロ
市
場
を
不
安

定
に
さ
せ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
イ
タ
リ
ア
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
、
ス
ペ
イ
ン
に
波
及
し
た
の
に
加
え
、
ギ
リ
シ
ャ
国
債

を
大
量
に
保
有
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
の
銀
行
の

経
営
問
題
に
波
及
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
二
〇
〇
七
年
以
降
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金

融
シ
ス
テ
ム
危
機
は
、「
ト
ゥ
ー
・
ビ
ッ
グ
・
ト
ゥ
・

フ
ェ
イ
ル
（
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
）
問
題
」
よ
り
は
、
金
融
上
の

「
相
互
連
関
性
」（interconnectedness

）
に
強
い
関
心

が
向
け
ら
れ
る
契
機
と
な
っ
た
。
い
わ
ば
、「
ト
ゥ
ー
・

イ
ン
タ
ー
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ル
（
Ｔ
Ｃ
Ｔ

Ｆ
）
問
題
」（
相
互
に
連
関
し
す
ぎ
て
潰
せ
な
い
）
に
重

点
が
移
っ
て
き
た
と
い
え
る
。

　

た
だ
し
、
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
（
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｓ
）

や
Ｉ
Ｍ
Ｆ
な
ど
の
国
際
機
関
、
お
よ
び
欧
州
中
央
銀
行

（
Ｅ
Ｃ
Ｂ
）
や
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
な
ど
に
較
べ
る
と
、

ア
メ
リ
カ
で
は
し
ば
ら
く
の
間
、
依
然
と
し
て
「
規
模
」

（bigness

）
に
関
す
る
関
心
が
高
か
っ
た
よ
う
に
思
え

る
。
し
か
し
、
二
〇
一
〇
年
に
成
立
し
た
ド
ッ
ド
・
フ
ラ

ン
ク
法
は
、
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
に
対
す
る
対
策
を

任
務
と
す
る
金
融
安
定
監
督
協
議
会
（
Ｆ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
）
と
、

そ
の
た
め
に
必
要
な
情
報
の
収
集
と
分
析
を
任
務
と
す
る

金
融
調
査
局
（
Ｏ
Ｆ
Ｒ
）
を
創
設
し
、「
相
互
連
関
性
」

や
「
感
染
性
」（contagion

）
に
対
す
る
分
析
に
取
り
組

み
始
め
て
い
る
。

　

以
下
で
は
、
こ
の
分
析
枠
組
み
を
紹
介
し
、
そ
の
有
効

性
を
検
討
す
る
。
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一
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
構
造
変
化

　

最
初
に
、
金
融
構
造
の
変
化
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
と

い
う
の
は
、
今
回
の
金
融
シ
ス
テ
ム
危
機
が
現
象
的
に
は

古
典
的
な
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
の
発
現
で
あ
る
連
鎖

倒
産
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
そ
の
原
因
は
本
質
的
に
異

な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

か
つ
て
の
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
の
説
明
は
、
何
ら

か
の
経
営
不
安
の
噂
の
あ
る
銀
行
に
対
す
る
小
口
預
金
者

の
取
付
（bank run

）
に
よ
っ
て
破
綻
に
追
い
込
ま
れ
、

そ
れ
が
次
々
と
他
の
銀
行
に
波
及
し
て
連
鎖
倒
産
が
引
き

起
こ
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ガ
ー

リ
ー
・
ゴ
ー
ト
ン
（Gary B.Gorton

）
に
よ
る
と
、
こ

の
よ
う
な
現
象
は
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
一
九
三
三
年
に

連
邦
預
金
保
険
制
度
が
創
設
さ
れ
、
小
口
預
金
の
元
本
が

保
証
さ
れ
る
と
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

ゴ
ー
ト
ン
は
こ
れ
を
「
米
国
銀
行
業
に
お
け
る
平
穏
期
」

（Q
uiet Period in U

.S.banking history

）
と
呼
ん
で

い
る
。
そ
の
後
、
他
の
先
進
国
で
も
預
金
保
険
制
度
が
採

用
さ
れ
る
に
つ
れ
、
国
際
的
に
も
「
平
穏
期
」
が
続
い
た

の
で
あ
る
。
か
つ
て
の
取
付
騒
ぎ
は
歴
史
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

と
し
て
、
映
画
や
記
録
写
真
で
み
る
こ
と
の
で
き
る
事
件

と
し
て
紹
介
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
間
に
銀
行
の
資
金
調
達
構
造
は
大
き
く

変
化
し
て
い
っ
た
。
規
制
問
題
や
情
報
技
術
革
新
（
Ｉ
Ｃ

Ｔ
）
の
発
展
に
よ
り
、
銀
行
の
機
能
が
分
解
さ
れ
る
と
と

も
に
、
銀
行
と
同
じ
よ
う
な
金
融
仲
介
機
能
を
果
た
す
組

織
が
登
場
し
、
比
重
を
高
め
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

を
シ
ャ
ド
ー
・
バ
ン
キ
ン
グ
と
呼
ん
で
い
る
が
、
そ
の
資

金
調
達
構
造
の
特
徴
は
、（
Ａ
Ｂ
）
Ｃ
Ｐ
、
レ
ポ
市
場
資

金
、
Ｍ
Ｍ
Ｆ
な
ど
の
短
期
市
場
性
資
金
に
大
幅
に
依
拠
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
今
、
各
金
融
部
門
の
資
産
残
高
の

シ
ェ
ア
を
み
る
と
、
一
九
八
〇
年
に
は
預
金
取
扱
機
関
は
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五
〇
％
の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
た
が
二
〇
一
〇
年
に
は
そ

の
半
分
の
二
五
％
に
ま
で
低
下
し
て
い
る
。
代
わ
り
に
、

年
金
基
金
、
ミ
ュ
ー
チ
ュ
ア
ル
・
フ
ァ
ン
ド
、
Ａ
Ｂ
Ｓ

（
資
産
担
保
証
券
）
プ
ー
ル
な
ど
の
比
重
が
高
ま
っ
て
い

る⑴

。

　

い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ら
の
シ
ャ
ド
ー
・
バ
ン
キ
ン

グ
は
中
央
銀
行
信
用
や
預
金
保
険
制
度
の
対
象
外
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
仮
に
市
場
で
の
信
用
不
安
が
発
生
す

れ
ば
、
取
引
相
手
（
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
テ
イ
）
が
短
期
市

場
資
金
の
回
収
に
乗
り
出
し
、
一
気
に
資
金
繰
り
に
窮

し
、
換
金
を
目
的
と
し
た
「
投
げ
売
り
」（fire sale

）

を
誘
発
し
、
そ
れ
が
資
産
価
格
の
低
下
と
評
価
損
の
拡

大
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
悪
化
と
い
う
負
の
連
鎖
を
惹
起

し
、
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
の
深
刻
な
動
揺
を
も
た
ら
す
こ

と
に
な
る
。
今
回
の
金
融
シ
ス
テ
ム
危
機
は
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｐ

市
場
や
レ
ポ
市
場
で
の
「
取
付
」
に
よ
っ
て
、
こ
の
市
場

か
ら
の
資
金
調
達
に
大
幅
に
依
拠
し
て
い
た
Ｓ
Ｐ
Ｖ
（
証

券
化
の
た
め
の
特
別
事
業
体
）
や
投
資
銀
行
が
次
々
と
閉

鎖
や
破
綻
に
追
い
込
ま
れ
た
こ
と
が
実
態
で
あ
っ
た
。

　

問
題
は
シ
ャ
ド
ー
・
バ
ン
キ
ン
グ
の
資
金
調
達
構
造
に

止
ま
ら
な
い
。
伝
統
的
な
銀
行
の
資
金
調
達
も
預
金
保
険

の
対
象
外
の
市
場
性
資
金
へ
の
依
存
を
強
め
、
一
旦
、
金

融
市
場
の
動
揺
が
起
き
る
と
、
容
易
に
経
営
危
機
に
追
い

込
ま
れ
る
よ
う
な
構
造
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
二

〇
〇
七
年
に
破
綻
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
ノ
ー
ザ
ン
・
ロ
ッ
ク

銀
行
は
預
金
者
が
預
金
解
約
の
た
め
に
列
を
な
す
と
い

う
、
現
象
的
に
は
古
典
的
「
取
付
騒
ぎ
」
と
し
て
話
題
に

な
っ
た
が
、
実
態
は
市
場
性
資
金
の
流
出
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
金
融
市
場
で
の
資
金
調
達
の
困
難
を
原
因
と

し
て
金
融
機
関
の
破
綻
連
鎖
が
生
じ
る
こ
と
を
市
場
型
シ

ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
の
発
現
と
呼
ん
で
い
る
が
、
そ
の

背
景
に
は
金
融
機
関
の
資
金
調
達
構
造
の
大
き
な
変
化
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
の
概
念
は
こ
れ
ま
で
も
多
様

に
使
わ
れ
て
き
た
。Schw

arcz

［2008

］
は
、
様
々
な

シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
に
共
通
し
た
要
因
と
し
て
、

「
経
済
的
シ
ョ
ッ
ク
や
金
融
機
関
の
破
綻
の
よ
う
な
引
き

金
と
な
る
出
来
事
が
一
連
の
好
ま
し
く
な
い
経
済
的
帰
結

を
引
き
起
こ
す
こ
と
―
し
ば
し
ば
ド
ミ
ノ
効
果
と
呼
ば
れ

る
」⑵

と
し
て
い
る
。
ド
ミ
ノ
効
果
は
「
感
染
効
果
」

（contagion effect

）
と
も
呼
ば
れ
る
。
Ｏ
Ｆ
Ｒ
は
創
設

後
の
最
初
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ペ
ー
パ
ー
と
し
て
、
シ
ス
テ

ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
に
関
す
る
よ
り
包
括
的
な
サ
ー
ベ
イ
論

文
を
公
表
し
た
が
、
そ
こ
で
は
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク

の
計
量
的
指
標
は
三
一
に
上
る
と
し
て
い
る
。

　

最
近
（
二
〇
〇
七
―
〇
八
年
の
金
融
シ
ス
テ
ム
危
機
以

降
）
の
傾
向
と
し
て
は
、
金
融
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
シ
ス
テ

ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
と
の
関
連
に
注
目
す
る
分
析
が
増
加
し

て
い
る
。
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
イ
エ
レ
ン
（Janet Y

ellen

）

Ｆ
Ｒ
Ｂ
議
長
は
、
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
あ
る
い
は

「
相
互
連
関
性
」（interconnectedness

）
に
注
目
し
た

査
読
付
き
論
文
数
は
一
九
八
八
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
ま
で

で
一
八
六
本
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
二
〇
〇
七
年
か
ら

一
三
年
の
間
に
三
七
五
本
を
数
え
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い

る⑶

。二
、
金
融
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析

　

も
と
も
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
は
、
人
と
人
と
の
繋
が

り
の
実
態
を
分
析
す
る
も
の
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
有

名
な
六
人
の
知
り
合
い
を
辿
る
と
世
界
中
の
人
間
が
繋

が
っ
て
い
る
と
い
う
「
ス
モ
ー
ル
・
ワ
ー
ル
ド
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
と
い
う
言
葉
は
や
や
受
け
を
狙
っ
た
感
が
あ
る

も
の
の
、
こ
の
学
問
分
野
の
特
徴
を
よ
く
表
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
こ
の
分
析
手
法
は
広
く
応
用
さ
れ
、
エ
イ
ズ
や

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
な
ど
の
感
染
症
の
予
防
経
路
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
ま
た
取
締
役
会
の
人
的
繋
が
り
な
ど
の
分
析
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に
も
応
用
さ
れ
て
き
た
（
こ
の
分
野
の
研
究
動
向
に
つ
い

て
は
、
自
伝
的
色
彩
の
強
い
ダ
ン
カ
ン
・
ワ
ッ
ツ
［
二
〇

一
六
］
が
大
変
興
味
深
い
）。

　

国
際
機
関
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
央
銀
行
で
は
、
ギ
リ

シ
ャ
危
機
が
他
の
国
の
財
政
問
題
や
銀
行
危
機
に
波
及
し

始
め
た
頃
か
ら
、
こ
の
分
析
手
法
に
よ
る
危
機
の
原
因
の

分
析
と
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
へ
の
応
用
が
試
み
ら

れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
二
〇
一
〇
年
に
金
融

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
に
関
す
る
解
説
的
な
レ
ポ
ー
ト
を
公

表
し
た
の
に
続
い
て
、
そ
の
概
念
と
政
策
上
の
ツ
ー
ル
を

検
討
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
一
歩
進
め
て
、
実
証

的
に
こ
れ
が
危
機
に
つ
い
て
の
一
定
の
予
測
能
力
も
発
揮

す
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る⑷

。

　

ま
た
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ハ
ル

デ
ン
（A

ndrew
 G.H

aldane

）
専
務
理
事
は
学
会
講
演

で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
の
金
融
シ
ス
テ
ム
へ
の
応
用
に
つ

い
て
詳
細
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
他
、
同
行
の
ワ
ー
キ
ン

グ
・
ペ
ー
パ
ー
や
雑
誌
（Q

uarterly Bulletin

）
に
は
、

現
在
に
至
る
ま
で
同
様
の
分
析
手
法
に
よ
る
論
文
が
多
数

公
表
さ
れ
て
い
る
。
Ｅ
Ｃ
Ｂ
（
欧
州
中
央
銀
行
）
も
、
二

〇
〇
九
年
一
〇
月
に
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
を
利
用
し
た

シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
の
モ
デ
ル
化
に
つ
い
て
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
て
い
る
（
そ
の
概
要
に
つ
い
て

は
、ECB

［2010

］,

“Recent A
dvances in M

odelling 

System
ic Risk U

sing N
etw

ork A
m

alysis

”, Jan.

を

参
照
）。

　

バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
（
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｓ
）
は
、「
グ

ロ
ー
バ
ル
な
シ
ス
テ
ム
上
、
重
要
な
金
融
機
関
」

（G-SIFIs

）
を
特
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
相
互
連
関
性

（interconnectedness

）
に
二
〇
％
の
ウ
ェ
イ
ト
を
付

与
し
て
い
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
依
然
と
し
て
Ｔ
Ｂ
Ｔ

Ｆ
問
題
へ
の
こ
だ
わ
り
が
強
い
印
象
が
あ
る
。
例
え
ば
、

資
産
規
模
五
〇
〇
億
ド
ル
以
上
の
金
融
機
関
をD

-SIFIs
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（
国
内
的
に
シ
ス
テ
ム
上
重
要
な
金
融
機
関
）
と
し
て
特

定
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
Ｏ
Ｆ
Ｒ
は
最
近
に
な
っ
て
こ

れ
ら
のD

-SIFIs

に
つ
い
て
「
シ
ス
テ
ム
的
重
要
性
指

数
」
を
算
出
し
て
い
る
他
、
そ
れ
を
ブ
レ
ー
ク
ダ
ウ
ン
し

て
「
感
染
性
指
数
」（Contagion Index

）、「
連
結
性
指

数
」（Connectivity Index

）、
レ
バ
レ
ッ
ジ
の
三
指
標

か
ら
、
シ
テ
イ
グ
ル
ー
プ
、
Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ
ン
・
チ
ェ
ー

ス
、
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
、
バ
ン
ク
・
オ
ブ
・
ア
メ

リ
カ
、
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス
、
の
五
社
を
あ
げ
て

い
る
か
ら
、
今
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
は
世
界
の
金

融
監
督
当
局
の
共
通
認
識
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い

だ
ろ
う
。

三 

、
金
融
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
シ
ス
テ

ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク

　

金
融
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
と
ア
メ
リ
カ
で
伝
統
的
な
Ｔ

Ｂ
Ｔ
Ｆ
問
題
へ
の
認
識
の
違
い
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に

は
、
後
者
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
展
開
と
金
融
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
分
析
の
特
徴
を
対
比
さ
せ
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ

ろ
う
。

　

Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
問
題
と
は
、
一
つ
な
い
し
複
数
の
巨
大
な

（
あ
る
い
は
、
シ
ス
テ
ム
的
に
重
要
な
）
金
融
機
関
の
破

綻
が
経
済
全
体
あ
る
い
は
金
融
シ
ス
テ
ム
に
多
大
の
脅
威

を
与
え
、
監
督
機
関
が
そ
の
対
策
と
し
て
そ
れ
ら
の
金
融

機
関
を
救
済
す
る
し
か
選
択
肢
が
な
い
状
況
に
追
い
込
ま

れ
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
金
融
機
関
（
Ｔ

Ｂ
Ｔ
Ｆ
銀
行
）
が
万
が
一
の
場
合
に
も
救
済
を
期
待
し
、

過
大
な
リ
ス
ク
を
採
り
、
市
場
も
そ
の
よ
う
に
期
待
す
る

こ
と
か
ら
、
低
い
金
利
で
資
金
の
調
達
が
可
能
で
あ
る
と

い
う
暗
黙
の
補
助
金
が
発
生
し
、
市
場
の
公
正
性
、
効
率

性
の
観
点
か
ら
好
ま
し
く
な
い
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ

と
が
問
題
に
さ
れ
て
き
た
。

　

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
初
め
て
明
確
に
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
問
題
に
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言
及
さ
れ
た
の
は
、
一
九
八
四
年
に
破
綻
し
た
コ
ン
チ
ネ

ン
タ
ル
・
イ
リ
ノ
イ
銀
行
（Continental Illinois N

a-
N

a-

tional Bank &
T

rust

）
の
救
済
に
際
し
て
で
あ
る
。
マ

ネ
ー
・
セ
ン
タ
ー
・
バ
ン
ク
の
一
つ
で
あ
っ
た
同
行
（
持

株
会
社
）
は
当
時
の
資
産
規
模
が
四
一
二
億
ド
ル
（
こ
の

内
、
子
会
社
の
商
業
銀
行
の
資
産
が
九
六
・
五
％
を
占
め

る
）
を
越
え
る
全
米
第
七
位
の
巨
大
銀
行
で
あ
っ
た
。
こ

の
た
め
、
そ
の
破
綻
が
金
融
シ
ス
テ
ム
に
甚
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
、
連
邦
預
金
保
険
公

社
（F

ederal D
eposit Insurance C

orporation, 

FD
IC

）
は
親
会
社
（
銀
行
持
株
会
社
）
に
一
〇
億
ド
ル

の
資
本
注
入
（
発
行
株
式
の
八
〇
％
に
転
換
可
能
な
優
先

株
式
の
取
得
に
よ
る
）
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、

監
督
当
局
は
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
に
該
当
す
る
大
手
銀
行
を
具
体
的

に
は
列
挙
し
て
い
な
い
が
、
当
時
の
『
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト

リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
紙
は
一
九
八
三
年
末
に
全
米
の

銀
行
総
資
産
の
約
三
分
の
一
を
占
め
る
大
手
銀
行
一
一
行

を
掲
載
し
、
こ
れ
が
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
銀
行
に
該
当
す
る
と
い
う

の
が
大
方
の
見
方
で
あ
っ
た⑸

。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
に
は

単
純
に
資
産
規
模
こ
そ
が
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
銀
行
の
基
準
で
あ
っ

た
。

　

Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
と
い
う
言
葉
が
最
初
に
使
わ
れ
た
の
は
、
コ

ン
チ
ネ
ン
タ
ル
・
イ
リ
ノ
イ
銀
行
の
破
綻
原
因
に
つ
い
て

開
催
さ
れ
た
議
会
の
公
聴
会
に
お
い
て
、
マ
ッ
キ
ン
ネ
イ

（Cynthia M
ckinney

）
議
員
が
「
ツ
ゥ
ー
・
ビ
ッ
グ
・

ツ
ウ
・
フ
ェ
イ
ル
と
呼
ば
れ
る
新
種
の
銀
行
が
出
現
し

た
」
と
述
べ
た
こ
と
に
遡
る
。

　

そ
の
後
、
一
九
九
〇
年
代
初
頭
ま
で
の
一
五
年
の
間

に
、
こ
の
言
葉
は
新
聞
、
雑
誌
で
約
九
〇
〇
回
、
使
用
さ

れ
た
と
い
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
時
期
ま
で
は
、
ほ
と

ん
ど
銀
行
の
経
営
危
機
に
関
連
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た

が
、
九
〇
年
代
末
に
は
銀
行
以
外
の
企
業
の
破
綻
に
関
連

し
て
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た⑹

。

　

ア
メ
リ
カ
で
銀
行
の
破
綻
処
理
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
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Ｓ
＆
Ｌ
危
機
を
契
機
に
一
九
九
一
年
に
成
立
し
た
連
邦
預

金
公
社
改
革
法
（
Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ａ
）
に
お
い
て
、「
シ
ス

テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
・
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
」（system

ic 

risk exem
ption

）
と
い
う
新
た
な
基
準
が
導
入
さ
れ

た
。
こ
れ
は
被
預
金
保
険
取
扱
銀
行
の
破
綻
が
広
範
な
経

済
環
境
あ
る
い
は
金
融
の
安
定
性
に
深
刻
な
悪
影
響
を
及

ぼ
す
可
能
性
に
つ
い
て
の
判
断
に
基
づ
き
発
動
さ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
規
定
は
二
〇
〇
八
年
に
ワ
コ
ビ
ア
の
破
綻

処
理
に
あ
た
っ
て
初
め
て
発
動
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か

ら
、
そ
れ
ま
で
被
預
金
保
険
取
扱
銀
行
に
お
い
て
は
シ
ス

テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
が
深
刻
な
問
題
に
な
る
こ
と
が
な

か
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。

　

シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
が
初
め
て
強
く
意
識
さ
れ
た

の
は
、
一
九
九
七
―
九
八
年
の
東
南
ア
ジ
ア
の
通
貨
危
機

と
ロ
シ
ア
の
経
済
危
機
の
影
響
に
よ
る
ヘ
ッ
ジ
・
フ
ァ
ン

ド
の
ロ
ン
グ
タ
ー
ム
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
Ｌ
Ｔ
Ｃ
Ｍ
）
の
破
綻
処
理
に
際
し
て
で
あ
る
。
Ｌ
Ｔ
Ｃ

Ｍ
は
銀
行
で
は
な
い
た
め
、
Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
の
破
綻
処
理
の
対

象
に
は
な
ら
な
い
し
、
ま
し
て
や
銀
行
の
破
綻
を
回
避
す

る
際
の
重
要
な
理
由
で
あ
る
決
済
シ
ス
テ
ム
の
維
持
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
い
う
「
不
可

欠
性
原
理
」
が
当
て
は
ま
ら
な
い
。
し
か
し
、
同
社
の
膨

大
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
仮
に
清
算
不
能
に
な
れ
ば
、
カ
ウ
ン

タ
ー
パ
ー
テ
ィ
に
深
甚
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
金
融
シ
ス
テ

ム
の
安
定
性
を
脅
か
す
危
険
性
が
強
い
と
判
断
さ
れ
、
Ｎ

Ｙ
連
銀
が
中
心
と
な
っ
て
大
手
金
融
機
関
に
よ
る
協
調
シ

ン
ジ
ケ
ー
ト
を
組
織
し
て
同
社
の
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
を
解
消

し
た
。

　

金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
性
の
維
持
と
い
う
観
点
か
ら
、

Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
問
題
は
当
初
の
も
っ
ぱ
ら
銀
行
の
規
模
を
問
題

に
し
て
い
た
段
階
か
ら
、
そ
れ
に
加
え
て
銀
行
と
い
う
業

種
に
限
定
せ
ず
に
、
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
の
複
雑
性

（com
plexity

）や
相
互
連
関
性（interconnectedness

）

を
も
問
題
に
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
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動
き
を
踏
ま
え
て
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
二
〇
〇
九
年
か
ら
公
式
に

は
「
重
要
過
ぎ
て
潰
せ
な
い
」（too im

portant to 

fail
）
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
始
め
た
。
最
も
早
く
こ
の

こ
と
を
指
摘
し
たV

iñals

［2009

］
は
、
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。「
リ
ー
マ
ン
の
破
綻
お
よ
び
政
府
に
よ
る

Ａ
Ｉ
Ｇ
の
救
済
は
『
ツ
ゥ
ー
・
ビ
ッ
グ
・
ツ
ウ
・
フ
ェ
イ

ル
』
と
い
う
概
念
を
銀
行
か
ら
非
銀
行
金
融
機
関
を
含
む

も
の
に
拡
張
し
た
。
い
く
つ
か
の
ケ
ー
ス
で
は
、
破
綻
に

瀕
し
て
い
る
金
融
機
関
は
特
に
巨
大
で
は
な
い
が
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
金
融
シ
ス
テ
ム
の
機
能
に
と
っ
て
お
互
い
に

過
度
に
相
関
し
重
要
す
ぎ
て
破
綻
を
許
容
で
き
な
か
っ

た
。
我
々
は
こ
の
よ
う
な
『
重
要
す
ぎ
て
潰
せ
な
い
』
金

融
機
関
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
」。
今
日
で
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ

の
文
書
の
中
で
は
そ
れ
が
標
準
的
な
使
用
法
と
な
っ
て
い

る⑺

。

　

要
す
る
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
問
題
に
対
す
る

認
識
が
「
相
互
連
関
性
」
に
対
す
る
関
心
を
相
対
的
に
弱

め
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
金
融
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
は
シ
ス
テ
ミ
ッ

ク
・
リ
ス
ク
の
分
析
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
貢
献
が
期
待

で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
言
葉
自
体
は
日
常
用
語
と
し

て
、
ご
く
普
通
に
使
わ
れ
る
言
葉
で
あ
る
。
例
え
ば
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
代
表
さ
れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
社
会
の
人
々
の
つ
な
が
り
に
注
目
し
て
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
社
会
や
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
言
葉
も
良
く

使
わ
れ
る
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
論
の
重
要
な
対
象

で
あ
る
感
染
症
の
波
及
経
路
の
分
析
、
あ
る
い
は
脳
の
働

き
を
分
析
す
る
た
め
に
、
ニ
ュ
ー
ロ
ン
と
い
う
細
胞
が
結

び
つ
い
て
ニ
ュ
ー
ラ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
記
憶
、

計
算
、
心
理
状
況
な
ど
の
高
度
な
機
能
の
実
現
の
分
析
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
が
分
析
の
射
程
に
入
っ
て
く
る
。

　

金
融
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
関
連
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

分
析
の
二
つ
の
概
念
が
重
要
で
あ
る⑻

。
一
つ
は
、
中
心
性
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（centrality

）
で
あ
る
。
中
心
性
は
文
字
通
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
中
で
の
影
響
力
を
示
す
指
標
で
あ
り
、
一
つ
の

頂
点
が
他
の
頂
点
と
ど
の
程
度
、
結
び
つ
い
て
い
る
か
に

よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
論
の
用
語
で

は
、
頂
点
と
次
数
と
呼
ば
れ
る
。
つ
ま
り
、
他
の
頂
点
と

の
結
び
つ
き
を
示
す
次
数
が
多
い
ほ
ど
中
心
性
が
強
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
概
念
は
、「
シ
ス
テ
ム
上
、
重

要
な
金
融
機
関
」（
Ｓ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
ｓ
）
を
特
定
す
る
時
に
、

規
模
と
並
ん
で
有
効
な
指
標
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
航
空
業

界
で
使
わ
れ
る
「
ハ
ブ
・
ア
ン
ド
・
ス
ポ
ー
ク
」
を
連
想

す
れ
ば
、
イ
メ
ー
ジ
的
に
理
解
し
や
す
い
で
あ
ろ
う
。
ハ

ブ
空
港
は
一
国
あ
る
い
は
一
定
地
域
の
中
心
と
な
っ
て
い

る
空
港
で
、
そ
の
他
の
空
港
と
結
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
、

中
心
と
周
辺
（periphery

）
と
も
い
う
。

　

第
二
に
、
ク
ラ
ス
タ
ー
概
念
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
中
で
頂
点
が
隣
接
し
て
い
る
集
ま
り
を
ク
ラ
ス
タ
ー
と

い
う
。
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
よ
う
に
、
Ｉ
Ｔ
企
業
や
ベ
ン

チ
ャ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
集
ま
っ
て
起
業
を
支
え
て
い
る

様
は
典
型
的
な
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
が
、
か
つ

て
の
デ
ト
ロ
イ
ト
は
ア
メ
リ
カ
の
自
動
車
産
業
ク
ラ
ス

タ
ー
を
形
成
し
て
い
た
し
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
ナ
パ
バ

レ
ー
は
数
百
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
密
集
し
て
い
る
だ
け
で
は

な
く
、
ブ
ド
ウ
の
苗
木
、
ワ
イ
ン
醸
造
用
の
樽
の
生
産
、

さ
ら
に
は
ワ
イ
ン
に
相
応
し
い
美
味
な
料
理
を
提
供
す
る

ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
が
一
体
と
し
て
ワ
イ
ン
・
ク
ラ
ス

タ
ー
を
形
成
し
て
い
る
。

　

ク
ラ
ス
タ
ー
内
の
結
び
つ
き
（
緊
密
性
）
を
表
す
の
が

ク
ラ
ス
タ
ー
係
数
で
あ
る
。
こ
れ
は
可
能
な
組
合
せ
数
に

対
し
て
実
際
に
み
ら
れ
る
組
合
せ
の
比
で
あ
り
、
緊
密
度

を
示
し
て
い
る
。

　
IM

F

［2010

］
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
資
金
調
達
に
関
連
し

て
四
つ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
に
集
ま

る
フ
ァ
ン
ド
に
ア
ク
セ
ス
す
る
諸
国
、
ブ
リ
テ
ッ
シ
ュ
・
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バ
ー
ジ
ン
島
、
ケ
イ
マ
ン
、
マ
ン
島
な
ど
の
オ
フ
シ
ョ

ア
・
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
る
資
金
に
ア
ク
セ
ス
す
る
諸
国
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
コ
ア
（
中
心
）
と
し
た
ク
ラ
ス
タ
ー
、

そ
し
て
い
く
つ
か
の
欧
州
の
中
心
的
な
諸
国
と
ア
メ
リ
カ

を
結
ぶ
ク
ラ
ス
タ
ー
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ギ
リ
シ
ャ

は
こ
れ
ら
の
ク
ラ
ス
タ
ー
の
中
心
と
な
る
頂
点
と
の
結
び

付
き
に
よ
っ
て
、
そ
の
資
産
配
分
と
フ
ロ
ー
が
他
の
ク
ラ

ス
タ
ー
の
中
心
（
例
え
ば
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
）
に
対
し
て

シ
ス
テ
ム
的
に
重
要
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
及
ぼ
す
構
造
を
図

示
し
て
い
る
。

　

金
融
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
観
点
か
ら
は
、
結
び
付
き
が
重

要
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、

規
模
が
重
要
で
は
な
い
と
い
う
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、

ギ
リ
シ
ャ
の
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
た
と
え
そ
の
規
模

は
小
さ
く
と
も
、
ク
ラ
ス
タ
ー
の
中
心
と
様
々
な
金
融
上

の
結
び
付
き
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
金
融
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
は

示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

終
り
に

　

最
近
で
は
あ
ま
り
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た

が
、
わ
が
国
金
融
史
の
中
で
も
、
一
九
九
八
年
は
市
場
型

シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
が
発
現
し
た
年
と
し
て
記
録
さ

れ
る
。
こ
の
年
は
、
一
〇
月
に
三
洋
証
券
が
破
綻
し
た
の

に
続
い
て
、
北
海
道
拓
殖
銀
行
、
山
一
證
券
、
徳
陽
シ
テ

イ
銀
行
の
破
綻
が
相
次
い
だ
。
毎
週
の
よ
う
に
金
曜
日
に

取
引
所
の
後
場
の
立
ち
合
い
が
終
了
し
、
数
時
間
後
に
破

綻
の
記
者
会
見
が
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
続
い
た
た

め
、
筆
者
自
身
、
金
曜
日
が
近
づ
く
と
戦
々
恐
々
と
し
た

の
を
覚
え
て
い
る
。

　

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
三
洋
証
券
と
い
う
業
界
準
大
手

の
一
つ
で
あ
っ
た
証
券
会
社
の
破
綻
が
、
そ
の
後
の
大
手

金
融
機
関
の
破
綻
の
連
鎖
の
引
き
金
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
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金融ネットワークとシステミック・リスク

る
。
す
な
わ
ち
、
三
洋
証
券
は
証
券
会
社
と
し
て
初
め
て

会
社
更
生
法
の
適
用
を
申
請
し
た
た
め
に
、
債
権
保
全
の

た
め
資
産
は
凍
結
さ
れ
、
債
務
の
支
払
い
に
充
当
で
き
な

く
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
無
担
保
コ
ー
ル
市
場
で
三
洋
証

券
へ
の
一
〇
億
円
の
出
し
手
で
あ
っ
た
群
馬
中
央
信
用
金

庫
と
、
債
券
貸
借
市
場
（
現
先
市
場
）
で
八
三
億
円
の
信

用
供
与
に
応
じ
た
宮
崎
県
の
都
城
農
協
に
対
し
て
返
済
不

能
と
な
り
、
短
期
金
融
市
場
で
戦
後
初
の
デ
フ
ォ
ル
ト
が

発
生
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
短
期
金
融
市
場
で
の

取
り
手
の
選
別
は
極
端
に
厳
し
く
な
り
、
経
営
不
安
の
噂

の
あ
る
金
融
機
関
は
事
実
上
、
締
め
出
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
相
次
い
だ
金
融
機
関
の
破
綻

は
、
直
接
に
は
い
ず
れ
も
資
金
繰
り
の
困
難
を
発
端
と
し

た
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
、
わ
が
国
は
欧
米
先
進
国
に
先
駆
け
て
、
い

ち
早
く
市
場
型
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
の
洗
礼
を
受
け

て
い
た
の
で
あ
る
。
金
融
監
督
に
携
わ
っ
て
き
た
主
要
人

物
の
話
し
で
は
、
こ
れ
を
教
訓
と
し
て
、
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｓ
が

G-SIFIs

の
認
定
に
当
た
っ
て
、
規
模
だ
け
で
は
な
く

「
相
互
連
関
性
」
を
ウ
ェ
イ
ト
と
し
て
考
慮
す
る
こ
と
を

求
め
た
の
は
日
本
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、
残
念
な
が
ら
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
わ
が
国
で
は
、

そ
の
後
の
金
融
シ
ス
テ
ム
の
分
析
に
お
い
て
、
藤
井
［
二

〇
一
三
］
の
よ
う
な
例
外
は
あ
る
も
の
の
、
欧
米
に
お
け

る
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
に
よ
る
金
融
シ
ス
テ
ム
分

析
が
本
格
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
相
変
わ
ら
ず
欧
米

の
研
究
動
向
の
紹
介
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
、
そ
れ
ど
こ

ろ
か
、
こ
の
分
野
の
正
確
で
詳
細
な
サ
ー
ベ
イ
す
ら
行
な

わ
れ
て
い
な
い
現
状
は
、
一
九
九
八
年
の
金
融
機
関
の
連

鎖
破
綻
を
十
分
な
教
訓
と
し
て
生
か
し
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
注
）

⑴　

IM
F

［2010

］, Figure 11
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⑵　

Schw
artz

［2008

］, p.198

⑶　

こ
れ
ら
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
佐
賀
［
二
〇
一
七
］
を
参
照
さ
れ

た
い
。

⑷　

こ
れ
ら
一
連
の
分
析
に
つ
い
て
は
、IM

F

［2010

］, A
rregui et 

al.

［2013a
］, M

inoiu et al.

［2013b

］
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑸　

佐
賀
［
二
〇
一
五
］

⑹　

佐
賀
［
二
〇
一
五
］

⑺　

こ
れ
ら
の
用
語
法
に
つ
い
て
は
、
佐
賀
［
二
〇
一
五
］、
二
一
ペ
ー

ジ
、
注
一
一
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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